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1.はじめに。当骸計画の背景

わがIコの総人口は、平成 17年以降は増減を繰り返し
ていたものの、平成 23年以降においては大きく減少が
続き、経済成長に大きなマイナスの影響となる課題に直

面している。沖縄県においては、現在人口増加傾向では

あるものの、各種取り組みが進まないと 2025年 をピー

クに人口減少となると推計されている。

そのような状況の中、わが国は、平成 26年 11月 21

日に地方創生関連 2法案 (「まち・ひと。しごと創生法J
および「地域再生法の一部を改正する法律J)を成立させ

た。この法案では以下に示す 3つの視点が根本にある。
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① 若い世代の就労・結婚・子育ての語望の実現
② 『東京―極集中』の歯止め
③ 地域の特性に即した地域課題の解決
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2.今帰仁村の人口

1)◆帰仁村の人口の推移
○ 今婦仁村の人口は、平成 25年度で9,590人 、世帯教は 4,105世帯である。
O平 成 20年から平成 25年の 6年間で人口が約 100人、世帯教も約 333世帯増加しているものの、 1世
柑あたりの人口が減少していることから単身世帯化や核家族化の進行が伺える。
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2)三区分別人口の推移
○ 生産年齢八日は 1990年から2005ま で増加していましたが、ピーク時の 1980年の人口を上回ることは

できず、2005年以降から年少人口と共に減少傾向にあります。

O老 年人口が反比例して増加傾向にあり、少子高齢化の進行が伺えます。
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出典 :住民基本台帳人口

まち・ひといしごと劇生 :以下を一体的に推遣すること
。まち…国民一人一人が夢や希望を持ち、潤いのある豊か

な生活を安ibして営める地域社会の形成
Dひと…地域社会を担う個性豊かで多様な人材の確保
Dしごと…地:現における魅力ある多様な就業の機会の劇出
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概ね転入が超過

毎 出 協 4

3)5歳 階級別純移動率
010代後半から20代前半にかけて、大幅に転出が超過しているものの、30代以降は璃減はあるが、概ね
転人超過となつている。

5歳階級別純移動率 (2010年→2015年 )
0。20

0.10 f

‐0,40

‐0.30

― 男性 ― 女性

出負:協務省
「
口麟 J、 日立社会保障。人口周題瞬荒所

「日柳り

"購

案催計八RI

4)5歳 階級別純移動数 (追力0)
O男女共に、10代の転出が減少傾向にあるが、10代後半から 20代にかけての若者の転出が超過となつて

いる。

O男性は、30代以降は転入出の増減があり、定年退職を迎える前後に転入超過となつている。

O女性では、30代以降は少数ながらも転入超過傾向にある。
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率と出生率の推移

O今 婦仁村の
'障

畑率は、数値が低かつた平成 22年を除き、結婚件数は 40件台で増減を繰り返し、婿畑率

は全IJや県の平均より低い 4。 3～4.9と なつている。

O rll生教及び出生率は、平成 21年に出生教 98件、出生率 10.4と 高くなつたものの、婿姻数及び夕時姻率

と同様、毎年増減を繰り返す傾向にある。
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6)合 B十特殊出生率

O合 計特殊出生率をみると、県の値と同様、金田のイrl
より大幅に高い値を示し、平,,F見 14年から平成 24句 i

の問では県よりも高い値を示 している。

参考)

合計特殊出生率 (ご うけいとくしゆしゆつし

ょうりつ、英 :tottl fertility rate、 TFR)と
は、人口統計上の指標で、 人́の女性が一生
に産む の平均教

○ 母の年齢階級別の出生率をみると、今掃仁村では

20～24歳の出生率が、全国、沖縄県と比較 して高

い値となつている。

合計特殊出生率 (ベイズ推定値 )
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母の年齢階級別出生率 【2008年～2012年 (平成 20～ 24年 )】
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参考)

婚姻率 (こんいんりつ)は普通婿剣将率とも呼
ばれ、人口全体に対する結婚の発生頻度を表

す指標である。人口動態統計から得られる年

間の婿姻総数を分子に、該当年次の人口総数

を分母にして計算され、婿姻率は人口 1,000

人当り 件数として表される
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参考)

出生率 (し ゅつしょうりつ)と は、人口学に

おいて、一定人日に対するその年の出生数の

割合をいう。 通常、人口 1,000人 あたりに
おける を指す。
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O今 帰仁村は合計特殊出生率は高いが、人口
1,000人 あたりの出生率を見ると沖縄県よ

り低い値となつている。20代から40代の

出産 。子育て世帯の人口、特に女性の人口

が少ないためだと考えられる。
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7)出生・ 死亡数、転入・ 転出数の推移

O死 亡者数が出生数を上回る状況が続いており、自然滅となっている。
O近 年は、転入者が転出者を毎年上回つているものの、転入者数が増減を繰り返している。
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9)15歳 以上の男女の未婚者数 (追加)
O女性の未婿者数は、年齢階級が上昇するごとに減少していくが、男性では 50代で高くなつている。
O全体的に男性の未婚者数が同年代の女性の未婿者数より多くなつている。
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本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数に関する調査J

3)結婚J決、結婚率と離婚数、離婚率の推移 (追力8)
O今婦仁村では、年間で 20組前後の離婚件数がある。
O沖縄県の離婿事と比較すると、低い値となつている。

|(人 ) 構け徴。●輸B、担骨倣.Bけ手の機移

10)15歳以上の男女、年齢階級ごとの未婚率の比較 (沖縄県・ 今帰仁村)(追加8)
O各年齢階級ごとの末婚者」演の割合を見ると、女性は 20歳以上の未婚者の割合が沖縄県全体を下回
つているが、男性では、却0歳以上で沖縄県全体を大きく上回つている。
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10)常 住人□ (夜間)及び村内外の従業・ 通学数

○ 常住は平成 2年から平成 12年まで約 300 :゛ 伸

`人

】

人増加したものの、平成 17年以降は減少に

転じています。

O従 業・通学は村内から他市町村へ移行する
傾向にあります。

10J$

2、〕t〕 ti

平成ど年   平成′年  平成 12年  平成 l′年  平成 P.痒
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11)地 区別人□の推移

O平 成 26年 12月現イEで人Hが最も多い地区は「仲宗根区」の と,130人 (■ ,7%)、 次いで『今油区Jの
975人 (10.1%)と なっている。

O平 成 22年比の増
'】

I敬で最も多い地区は「天底区Jで 124人増、率にして 15.7%の増となつている。次
いで「崎山区J72人増、率にして 22.1%の増となつている。

O平 成 22年比の減少数の最も多い地区は「仲宗根区」で道路改修工事による影響により 133人減、事に
して 10.5%の減となつている。 その他減少地区は 10%内の減少率となっている。
O

(人 ) 今帰仁村 宇用人口の推移
1,400

1,200

1,000

12)住 居の種類・住宅の所有の関係 (追加)

O一般世帯努ては年々増加傾向にある。
O持ち家の世寄与数と民営の借家の世帯教我が増加しており、住宅の純増を示している。
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3鶴 3,3
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資料 :平成 22年 Iコ勢調査
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H7 H12 H17 H22
一般世帯 2ヽ994 3.025 3.101 3.361

2.970 3008 3.186 3.332

主世帯 2.957 2.970 3.158 3.269

峰ム宝 2.463 2.468 2.590 2.673

公営・都市捜積 。公社の借宝 71 38 88 88

屋営の借家 388 393 455 483

造与住宅 35 30 25 2S

間借り 13 29 28 63

住宅以外に住む一般世帯 24 17 S 29
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13)人□移動 (転入出元の都道府県と県内市町村)
①転入

O今 帰仁村への県外からの転人は、関東四の都県が上位にあり、次いで近畿地方から多くなつている。
O測〕組県内からの転人では、名護市が最も多く4御I近くを占める。次いで那覇市が多くなつているが、そ
のほかは本島中部からの転人が多くなつている。

3.今帰仁村の産業および就巣状況

1)◆帰仁村の産業及び就業状況
○ 今帰仁村の司子業所は平成 241手に 378事業所

O従 来者数は2,047人
O平 成 21年までは事業所数及び従業員数ともに級やか
な増加傾向にあつたが、平成 24年では減少に転じた。

事嘉所と従来を数の推移

早慮:3好  早賦16撃  早舷18鷺  平慮′:▼  甲威P4好
(200〕 )    (,ool)    (2000     (2呻 )    (20B′ )

‐‐ 3翠″i備   -1こ 嵐員傲

出典 :事業所 。企業統計、経済センサス活動調査

〔人〕〔件】

今拇仁村への転入を微 (3道府祟単位)(2014年 1月 ～i2月 )

兵層颯 11人

六顔用11人

(26珀

貴
'0颯

11人

(2.6%)

神束川虫,s火
(3う0

千嘉lR 15人

(35%)
沖縄R向 26S人
(6:6%)(65%)

石 IF照 名 人 破 コ 合
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合  鮮 l a7〔 l 1000g

神森川R98人
('  寓)

'B口

祟11人  環▼B,103人
(1.9■l  (4.的

今帰仁村への転入t倣 く沖R県内)(2014年 1月″12月 )

潟瀑市10人

(3β埓)

沖鳴お12人

(46'0

うるまお15人
(s,x)

宮野窮市l,人
(64%)

2)産業別就業者数
O第 1次産業、第 2次産業は減少傾向にある
O第 3次産業は「宿泊来・飲食サービス業J、 「教育・学
習支援業J、「医療・福祉業Jが伸び、増加傾向にある。

O平 成 22年度で調査した各産業の構成比は、第 1次産
業が 26,0齢、第2次産業が M.24X、第 3次産業が59,7“

となつている。

3)今帰仁村の失業率
O今 掃仁村の失業率は平成 17年まで県の教イ正〔より高い
値であるものの、下降傾向にあり、平成 22年には県
の失業率を下回つている。

O村 内の就業者数の減少要因は他市町村での就職に移
行していることが考えられる。

426     412     414     42ユ

〔na六分鼠崩はat徴〕
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611 573

早腹〕弊 平眩〕?毎:      甲寂控年
(?lX(1)           (を 010)

― 帯肛 4-格 狙 B― 報 OE

出典 :回勢調査
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7:5②転出

0今 婦仁村から県外からの転出は、関東圏や、福岡県、大阪府等都市部への転出が多くなつている。
O県 内市町村への転出は多くの市Hr村に波るが、那覇市が最も多く、宜野湾市、中城村、浦添市の中部の
ペットタウンとなっている市村への転出が多い。仕事を中心に転出していると考えられる。

今帰仁将からのほ出守倣(3道府黒単位)(20i4年 二月～32月 ) 今拇仁付からの転出を微《沖働黒内X2014年 ユ月～ユ2月 )
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